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留学全体を振り返り、勉学・生活の両面について具体的にご記入ください。 

 

[1] 参加した語学コースの時間数／科目名（受講科目・複数可） 

・授業時間数： 一週間の 15 コマの内、12 コマを受講しました。 

・科 目 名： 日本語文法、平仮名、バスケットボール、英会話、バレーボール、和英

翻訳、デンマークの文化、ボンファイアークッキング 

 

      

[2] 授業内容について教えてください。 

（クラス人数、国籍割合、担当の先生、授業方法、使用教材等） 

 私が受講したクラスは、１０人～２５人ほどの授業が多かったです。授業の国籍割合はデ

ンマークが多い授業と日本が多い授業の二分化がされていました。(東海大学の学生が留

学中の情報になります。) 授業は言語の授業の場合、始めは座学で学んだ後、立って会

話をするということが日常でした。使用教材は現地で配布されました。日本語の場合は現

地の人が分かりやすいように、平仮名のカルタなどが用意されていました。 

 

[3] 課外活動・研修旅行・余暇の過ごし方について教えてください。 

授業が終了すると週に２回、学生が主体となってクラブ活動がありました。私は、バレーボ

ールと現地の日本語に興味がある学生に日本語を教えました。私たちは短期留学で時間

が限られていましたので、週末は小旅行としてコペンハーゲンに行くことが出来ました。そ

の他の休日は、隣町に買い物(現地の学生の車に乗って)や、昼食を食べに行ったりと、有

意義な週末を過ごすことが出来ました。 

 

[4] 派遣先でよく使った施設について教えてください。（図書館、学生会館、スポーツ施設等） 

 最もよく使った施設は、ガーデンルームです。そこにはボードゲームやプロジェクターが

あり、深夜以外は人が０人になることは無いくらい学生が集まっていました。コミュニケ

ーションやゲーム、スポーツ観戦をガーデンルームで行ったことで現地の友人も数多く

出来ました。BOSEIフォルケホイスコーレにはジムもありました。私は、夜そこでトレーニ

ングをすることが好きでした。その日の出来事や反省を思い浮かべることができ、加え

てリフレッシュをすることもできたからです。 

 

[5] 宿舎（寮やホームステイ）での生活について教えてください。 

部屋：１部屋 ２ 人で使用 

  様子：  

基本的には、東海大学の学生も、その他学生も 2 人で１つの部屋でした。 部屋の中は

時 間 月 火 水 木 金 土 日 

例）9 時～13 時 〇 〇 〇 〇 〇 〇 Free 

8:30∼10:00 〇 〇 〇 〇 〇 Free Free 

10:15∼11:45 〇 Free 〇 Free 〇 Free Free 

14:00∼15:30 〇 〇 〇 〇 Free Free Free 
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非常に綺麗で、ロッカーなども備え付けでしたので整頓もしやすかったです。ルームメイト

は東海大学の学生でした。お互い喧嘩もなく１か月を過ごすことが出来ました。 

 

[6] 留学中に楽しかったこと、苦労したことを教えてください。 

 楽しかったこと： 

BOSEI フォルケホイスコーレに来ていた学生との関りの時間が最も楽しかったです。年

齢が全く違う人も多く、その中で得た会話内容や経験は、これからの学生生活にも大い

に役に立つと思いました。 

 

 苦労したこと： 

英語が主に使用されていたので、最初の一週間は言葉の壁を感じました。また、毎日

のように、外出や人と接していたのでこれも初週は非常に苦労しました。 

 

[7] 留学の成果について教えてください 

1) 語学力の向上： 

最も使用された言語は英語でした。最初の一週間は、英語を聞き取るのが厳しい時も

ありました。しかし、現地の学生たちは、私が分からなかった言葉をさらに詳しくジェスチ

ャーなども交えながら教えてくれたりと、非常に良い環境で外国語を学ぶことが出来たと

今では考えています。そのおかげもあり帰国前には、簡単な日常会話であれば問題なく

話せるようになりました。元々英語には苦手意識がありましたが今回の留学が逆に英語

をさらに話せるようになりたいというモチベーションにつながりました。 

 

2) 専門知識の向上： 

 「デンマークの文化」という授業がありました。その授業では、デンマークの文化につい

て英語で説明がされました。デンマークの歴史や現代の文化について、さらにはデンマ

ーク料理を作る機会も設けられていたため、デンマークについての知見をさらに深めるこ

とが出来ました。 

 

 

3) 自己成長など 

 施設の中では常に人とすれ違いました。その為、人と話し続ける必要があり、人とのコ

ミュニケーションの大切さを改めて実感しました。留学前は一旦、周りの様子を伺って会

話を始めていましたが、帰国後は自分から積極的に人に話しかけたりするようになりまし

た。 

 

 

[8] 来年度に留学を希望する学生へのアドバイスをお願いします！ 

 BOSEIフォルケホイスコーレは人と関わる時間が非常に長いです。ですが、その関りの中

で自分が今後本当に進んでみたい道などが分かってくるかもしれません。非常に有意義な

留学生活になるかと思います。留学に参加する前には英語を多少学んでおくとさらに楽し

い留学生活になるかと思います！ 
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[9] 留学に関する費用の総額について内訳を教えてください。 

項目※詳しく記入して下さい 金額（当時の日本円） 

渡航費（旅行会社に支払った経費） ４０万円 

授業料以外の諸経費（教材費・課外活動・保険料等） ５万円 

私生活における諸経費（食費・交通費・洗濯費等） ４万円 

現地からの奨学金がある場合 × 

お土産代や個人的な買い物 ２万円 

その他（   ） × 

留学に関する費用の総額 ５１万円 

 

 

[10]ホームページに掲載する留学中の写真を貼り付けてください。（複数枚可） 

※寮や授業、ホームステイ先など、なるべくご自身が映っている写真をお願いします！ 

 

 

 

 


